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議 題 

１ 議題 

（１）審議事項     

なし 

（２）報告事項 

ア 委員の交代について      

イ 下水道事業の取組みについて     

ウ 未処分利益剰余金の処分について  

 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。（○は委員より提出された意見、●は事務局の回答） 

 

（審議を書面等で行った理由） 

新型コロナウイルス感染症のまん延を防ぐため、委員等が一堂に会する方法によら

ず、書面により委員の意見を求めることにより会議の開催に代えることとした。 

 

１ 議題 

（２）報告事項 

ア 委員の交代について 

   委員２名の交代について、書面で報告を行った。 

その他の意見等は、特になし。 

 

 イ 下水道事業の取組みについて 

下水道事業の取組みについて、書面で報告を行った。 

   委員より提出された意見は以下のとおり。 

 

（川島委員）（下水道公社では）令和２年度から、処理場での施設見学受入れを行

っていないが、出張教室についてはその時の状況に応じて実施するといったよう

に、広報活動がままならない中でも別の形での広報活動を検討している。難しい

とは思うが、広報事業の縮小ではなく代替案での実施の検討をしてもらいたい。 

 

（事務局） 現在は、「緊急事態宣言の発令を踏まえた勤務体制及び業務継続計画」

に基づき、イベント中止等業務を縮小することにより、全職員がワクチン接種の

推進等、新型コロナウイルス感染拡大防止事務に従事する体制を確保していると

ころです。出張教室については、要望がある場合はＷｅｂ開催をすることなどを

検討しております。 

 

（冨倉委員） 資料がとてもわかり易く、理解しやすかった。このような「雨に強

いまちづくり」の取組みを知ってもらうためにも、事業説明資料が多くの市民の

目に触れるよう取り組んでもらうことが望ましい。 

 

（佐藤委員）「緊急雨水対策事業」について、地球温暖化に伴い降雨の強度が増す

なか、雨水排水対策の進捗は重要な施策と考える。今後も、市街地浸水対策と雨

水流出抑制の両面から事業を着実に進めていただきたい。また、社会環境の変化

等に対応して、次期実施計画を策定していただきたい。 



「ポンプ場の長寿命化対策」について、下水道施設の故障や運転停止は地域環

境に及ぼす影響が大きく、またコストの面でも機器等の適切な保全が重要である。

特に電気設備は劣化による影響が急激に出現するため、予防保全の観点からの取

組みが重要と考える。今後も計画的な点検の実施、保全整備の実施を着実に進め

ていただきたい。 

「津久井地域における未普及対策」について、高度処理型浄化槽整備の進捗率

が 28.5％と整備計画に対して低い原因はどこにあるのか。また、それに対する対

策はどのようなことが行われているか。下水道整備区域のような接続の義務化、

接続時の補助金の交付等は考えているのか。 

 

（事務局）整備における課題としては、既存浄化槽が問題なく作動しており、排水

設備の改修等により、新たな金銭的負担が生じることや、高度処理型浄化槽につ

いての周知が進んでいないこと、並びに宅地内で発生する浄化槽からの排水の放

流先の確保が必要であることなどがあるものと認識しています。 

こうしたことから、登録業者が各戸を訪問し相談受付や申請手続きを行う「工

事店制度」や、浄化槽からの排水の接続先について道路を横断して接続を認める

ことなどにより、設置促進に繋がるよう努めているところです。 

接続の義務化や補助金の交付はありませんが、浄化槽設置の際の分担金には前

納報奨金を交付する制度がございます。 

 

ウ 未処分利益剰余金の処分について 

  未処分利益剰余金の処分について、書面で報告を行った。 
委員より提出された意見は以下のとおり。 

 

（佐藤委員） 未処分利益剰余金を積立金として将来に備える制度が確立したこと

を評価するが、その運用は下水道料金の決定とのバランスの上に成り立つものと

考えることから、確かな将来展望や予測に基づいた「下水道ビジョン」等の定期

的改定等を行い、検討、周知することを希望する。 

 

（冨倉委員） 剰余金の処分方針等について、今後も審議会で議論することを希望

する。 
 
 

                              以 上 
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 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 
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三郎
ざぶろう

 相模原市自治会連合会（緑区）  出席 

２ 竹田
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み き お

 相模原市自治会連合会（中央区）  出席 
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雄
お

 相模原市自治会連合会（南区）  出席 
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 相模原市農業協同組合  出席 
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﨑
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 相模原商工会議所 副会長 出席 

６ 林
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特定非営利活動法人 

男女共同参画さがみはら 
 出席 

７ 池田
い け だ

 珠
す

三子
み こ

 さがみはら消費者の会  出席 

８ 金子
か ね こ

 義幸
よしゆき

 相模原の環境をよくする会  出席 

９ 川島
かわしま

 由美子
ゆ み こ

 
公益財団法人 

神奈川県下水道公社 
 出席 

10 西川
にしかわ

 雅史
ま さ し

 青山学院大学経済学部教授 会 長 出席 

11 広田
ひ ろ た

 啓
はる

朗
あき

 武蔵大学経済学部教授  出席 

12 岸
きし

  徹
とおる

 岸公認会計士事務所  出席 

13 佐藤
さ と う

 親房
ちかふさ

 公募委員  出席 

14 冨倉
とみくら

 亜紀
あ き

 公募委員  出席 

 


